















なる画期であったともいえる （ 1） 。地域の
町や村に定着した修験者は「里修験」とよ
ばれ、近世社会に最も広範に存在した修験





 1 ．尾張藩領における修験者とその統制 
 　尾張国内の修験者の人数については、
1779年（安永 8 年）に尾張藩士・鈴木作
助により著された「蓬州旧勝録」 （ 3） では名
古屋城下に20人、郷中に279人、合計299
人であると記されている。一方、1720年（享












































金の督促など触頭の役割も担っていた （ 7） 。 








 2 ．知多郡の修験者の存在形態 


































































郡名 村名 社祠・御堂の名称 山伏名 袈裟下 現市町村
愛知
山崎 地蔵堂 地蔵院 名古屋市南区
嶋田 熊野権現・明神・若宮・山之神三社、地蔵堂 和合院 名古屋市天白区
大草 観音堂・山之神 三光坊 名古屋光明院袈裟下 長久手市
猪子石 神明・八劔・観音 成学院 名古屋市名東区
春日井
朝日 愛宕 大蔵坊 名古屋大円坊袈裟下 清須市（旧清洲町）
下小田井 大日堂 大光院 名古屋宝寿院袈裟下 清須市（旧西枇杷島町）
鹿田 丹波薬師堂 長学 名古屋清寿院袈裟下 北名古屋市（旧師勝町）
六師 愛宕・白山・児権現 寿明院 豊場村大宝院袈裟下 北名古屋市（旧師勝町）





大山 児之御前・不動・山之神 養学 小牧市
神明 薬師堂 慈明院 春日井市





守山 洲原大明神 恵春 名古屋市守山区
大幸 八幡 大宝院 小幡村文殊院袈裟下 名古屋市東区
丹羽








羽黒 貴布祢明神・八幡・天神 宝学院 和州宇多郡菩提山大坊袈裟下 犬山市
羽栗
里小牧 神明・大明神・天神 頼宝院 濃州厚見郡西ノ庄村地蔵院袈裟下 一宮市（旧木曽川町）
草井 天道・神明・天神・天王 長学坊 丹羽郡富士村千手院袈裟下 江南市
小日比野 神明・天神（社なし）・八劔宮 大敬院 名古屋清寿院袈裟下 一宮市
中島
儀長 若宮八幡 円寿坊 真言宗・法華寺村大法院袈裟下 稲沢市
今 神明・大明神・八幡 法地院 津島村大蔵坊弟子 稲沢市
法花寺 天王 大宝院 紀州根来寺直同行 稲沢市





篠田 泰山符君・薬師・大日 杉本院 東山宗・勢州関（世義ヵ）寺法印下 あま市（旧美和町）
青塚 白山 明王院 勢州瀬木（世義ヵ）寺袈裟下 津島市
根高 地蔵堂 極楽院 津島智昌院弟子 愛西市（旧佐織町）
津島
観音堂 大善坊 紀州根来寺下 津島市







薮 浅間 住大院 東海市
横須賀 御葭社 大京院 東海市
大野 風宮 吉祥院 常滑市






































































































































































ている （19） 。 










年号 西暦 月日 記載内容
安永 3 年 1774 8 月 6 日
護摩札・山上御札・扇 2 本・たはこ入 1 つ、扇 1 本（安蔵分）、つげ
くし 1 本（隠居分）、きんちゃく（込高・おとみ分）受納【妙法院】
安永 4 年 1775 正月11日 日待ちふせ（12燈 1 つ・米 3 合）【妙法院】
安永 5 年 1776
8 月19日 はす 1 枚【妙法院】
11月19日 秋葉山御札【妙法院】
天明 8 年 1788




寛政 4 年 1792
閏 2 月 6 日 おきと風邪御祈祷御初穂（112銅）【妙玄】





頼母子取り立て秋葉堂建立、金子16両 3 分余にて出来（金 2 分）【妙
法院】
文化 2 年 1805
正月13日 御祈祷初尾（112燈）【妙法院】
正月 秋葉様へおみを安全御祈祷に札遣す（112燈）【妙法院】







7 月 6 日 秋葉様へ雨乞【妙法院】
8 月 3 日 南八三郎御祈祷礼（百銅12銅）【妙法院】
文政13年 1830 閏 3 月29日 御祈祷料（200文）【妙法院】
天保 9 年 1838
2 月 6 日 山之神様へ御膳（ 2 貫112文）【妙法院】
5 月23日 身替年祈祷（200文）【妙法院】

































































は、 2 間× 2 間の瓦葺建物で、それに続













































































 　a． 御札の配札 
 　b． 秋葉山への代参 
 　c． 山之神における祭祀 
167
近世の尾張国知多郡における里修験の活動と村
 　d． 日待（庚申）講における祭祀 
 　e． 雨乞いの祈祷 
 　f． 病気平癒の祈祷 









































































前敷 1 ツ・本配 1 対・華
1 対分





























































神主代替 金 2 分程
普済寺 交代 金 2 分程
如意庵 交代 金 2 分程
伊勢御師・
福嶋与村太夫

















かわり目 金 2 朱位
妙法院 大峯入・かわり目 金 2 分程

























年号 西暦 月日 記載内容
安永 3 年 1774
7 月 1 日 大峯入祝儀（300文）、村中かひふき（100文）【願成】
7 月 4 日
山上御土産（御木札・火縄 1 わ・扇 1 本・数珠 1 連・たばこ入 1 つ）【横
須賀村・伝三郎】
8 月 6 日
護摩札・山上御札・扇 2 本・たはこ入 1 つ、扇 1 本（安蔵分）、つげく
し 1 本（隠居分）、きんちゃく（込高・おとみ分）受納【妙法院】
8 月14日 山上御札・扇 1 本（利左衛門初参り）【利兵衛】
8 月17日 大峯御札（木札 1 枚・紙札 1 枚）【姫嶋村山伏・常覚院】
安永 4 年 1773 7 月19日 山上参り御土産（小木札・火縄 1 わ・団扇 1 本ほか）【林右衛門ほか 4 人】
天明 8 年 1788
7 月 7 日 山上路銀貸し（金 3 分）【久蔵】
7 月10日 山上参の金貸し（金 2 分）【清左衛門】
7 月19日 山上留守見舞遣わす（きす25ずつ）【源八・久蔵】
7 月22日 山上参見舞（干物90枚余）【清右衛門・清左衛門】
7 月27日 大峯参詣の衆御土産（団扇・つけきほか）【藤七ほか 5 人】
7 月28日






大峯御札・金団扇 1 本・扇（弾之助方分）・物さし・火縄 1 わほか【折
右衛門ほか 7 人】
享和元年 1801
6 月16日 山上参入用貸し（金 1 両）【円八】
6 月17日 山上参りわらじ銭（100文ずつ）【東の助次郎ほか 2 人】
6 月25日 山上参留主見舞（うり 5 つほか）【権六殿ほか 6 人】
文政13年 1830
7 月 1 日 山上参会（ 1 両）【喜兵衛使母】
7 月 2 日 大峯参詣留守見舞（素麺 7 連ほか）【嘉十ほか 2 人】
天保 9 年 1838
6 月12日 山上詣わらじ銭（100文）【万吾】
6 月19日 山上詣留主見舞（諸白 1 升ほか）【市蔵忰・源左衛門】
6 月21日




























































































































































































 （ 8）『名古屋叢書』第 3 巻法制編 2（名
古屋市教育委員会、1961年）所収。 




















資料編 2 所収）。 
 （18）『横須賀町史』（横須賀町役場、1969年）。 
 （19）史料 5～ 7 はいずれも「村方調宝記」
No. 282「妙法院祈祷所之願并屋敷引越
シ願書写シ」に記載。 




















 （22）「村方調宝記」No. 297。 













 （27）「村方調宝記」No. 216。 
 （28）吉野山の宿坊寺院が祈願檀那を全国
にかかえていたことは、宮家準「近世に
おける金峰山の修験寺院と祈檀」『神道
宗教』第199・200号（神道宗教學會、
2005年）で論じられている。また1693
年（元禄 6 年）に聖護院宮令旨により
尾張国の先達として認可された吉野山喜
蔵院（聖護院末）が、配札人の森下馬
左衛門を通じて、知多半島の多くの村々
に「大峰祈祷之御札」を配札し、大峯山
登拝に訪れる村人の宿坊となっていたこ
と、天保 9 年（1838）以降は吉野山竹
林院へ宿坊が変更されていることが確認
できる（『愛知県史』資料編17〈愛知県、
2010年〉）。知多半島に大峯山参詣につ
いての広域な組織が編成されていたこと
が注目される。配札の対象となっていた
知多郡の村々は以下のとおりである。乙
川・岩滑・上半田・下半田・萩・宮津・
卯之山・植・横松・藤江・生路・石浜・
緒川・村木・大府・猪伏・木田・大里・
廻間・堀之内・古見・北粕屋・多屋・白沢・
榎戸・大足・大高・富貴・同市場・浦戸・
古布・切山・乙方・山田・片名・初神・久・
大泊・東端・内福寺。 
（29）宮家準『修験道の地域的展開』（春秋
社、2012年）。
 （30）田村貞雄『秋葉信仰の新研究』（岩田
書院、2014年）。 
 （31）『横須賀町史』（横須賀町役場、1969年）。 
 （32）知多郡内においても、大谷村の森田
甚左衛門を先達とする「正寳組」（常滑
市とこなめ陶の森資料館所蔵谷川家文
書）などいくつかの直末講が確認できる。 
 付記 
 本研究は JSPS科研費26370804の助成を受
けたものである。 
